
■
１
　
52
年
ぶ
り
の
新
学
部
創
設

　
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
は
入
学
定
員
２
０
０
名
で
、

２
０
１
６
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。
幸
い
、
一
般
入
試
の
志
願

者
は
２
０
０
０
名
を
超
え
、
２
０
０
名
強
の
新
入
生
を
「
第
１

期
生
」
と
し
て
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
国
際
社
会
科
学
部
は
、
長
い
歴
史
を
誇
る
本
学
の
中
で
は
、

法
学
部
、
経
済
学
部
、
文
学
部
、
理
学
部
に
次
い
で
５
番
目
の

学
部
で
あ
る
。
本
学
で
大
規
模
な
組
織
改
編
が
実
施
さ
れ
た
最

後
の
年
は
１
９
６
４
年
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
こ
の
年
、
政
経
学
部
が
現
在
の
法
学
部
と
経
済
学
部
の

二
つ
に
分
か
れ
た
。
従
っ
て
、
今
回
の
新
し
い
学
部
の
創
設
は

実
に
52
年
ぶ
り
の
出
来
事
と
な
る
。

　
新
学
部
の
創
設
に
向
け
た
準
備
は
、
３
年
前
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
た
。
新
学
部

開
設
準
備
室
が
学
長
室
経
営

企
画
課
と
連
携
し
つ
つ
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や
教
員

の
人
選
を
進
め
、
２
０
１
５

年
３
月
末
に
文
部
科
学
省
に

設
置
の
申
請
を
行
い
、
同
年

８
月
に
正
式
に
認
可
が
下
り

た
。
専
任
教
員
は
18
名
で
、

そ
の
う
ち
、
本
学
の
中
か
ら

リ
ク
ル
ー
ト
し
た
の
は
語
学

の
専
任
教
員
１
名
の
み
で
あ

る
。
あ
と
の
17
名
は
全
て
公

募
を
ベ
ー
ス
に
、
本
学
以
外

学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部

末
廣 

昭
●
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
長
、
教
授

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
！

―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

明日への試み
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の
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
採
用
し
た
。
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
敢
え
て
一
か
ら
新
学
部
を
創
設
す
る
方
法
を
採
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　
国
際
社
会
科
学
部
（Faculty of International Social  

Sciences
）
は
、
国
際
社
会
を
社
会
科
学
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

分
析
す
る
学
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
社
会
科
学
と
は
、
法
律
、

経
済
学
、
経
営
学
、
地
域
研
究
、
社
会
学
の
五
つ
の
分
野
を
指

す
。
新
学
部
創
設
の
目
的
は
、
学
生
に
対
し
て
４
年
間
、
み
っ

ち
り
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
英
語
」
と
「
分

析
手
段
と
し
て
の
社
会
科
学
の
手
法
」
を
教
授
し
、
国
際
社
会
、

と
り
わ
け
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
す

る
こ
と
に
あ
る
。
授
与
さ
れ
る
学
位
は
「
学
士
（
社
会
科
学
）」、

英
語
で
はBachelor of Social Sciences
で
あ
り
、
国
際
的

に
広
く
認
知
さ
れ
た
学
位
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

英
語
が
得
意
、
あ
る
い
は
経
済
学
部
や
経
営
学
部
の
修
了
資
格

を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
と
言
え
な
い
。
語
学
力
と
社
会

科
学
の
手
法
の
融
合
こ
そ
が
重
要
だ
か
ら
だ
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
あ
と
で
新
学
部
の
特
徴
と
し
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
最

初
に
、
本
学
部
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
説
明
す
る
。

■
２�

　
日
本
社
会
の
国
際
化
、�

求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
日
本
企
業
の
国
際
化
、「
大
学
の
国
際
化
」
の
必
要
性
が
声
高

に
言
わ
れ
始
め
て
か
ら
、
随
分
と
時
間
が
経
っ
た
。
国
際
化
の

必
要
性
は
、
従
来
の
成
長
パ
タ
ー
ン
が
行
き
詰
ま
り
を
示
し
た

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
０

年
代
に
入
る
と
、
そ
の
要
望
は
い
っ
そ
う
強
ま
っ
た
。

　
例
え
ば
、
日
本
企
業
が
海
外
で
展
開
す
る
法
人
数
を
見
て
み

よ
う
（
東
洋
経
済
臨
時
増
刊
『
海
外
進
出
企
業
総
覧・

国
別

編
』）。
海
外
法
人
の
数
は
、
１
９
８
６
年
当
時
、
世
界
で
８
１

４
６
社
を
数
え
、
う
ち
ア
ジ
ア
が
38
％
、
北
米
が
26
％
、
欧
州

が
17
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
２
０
０
０
年
に
は
１
万
８
５
７
９

社
と
２
倍
以
上
に
な
り
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
は
２
万
８
０

１
３
社
と
３・

４
倍
に
も
伸
び
て
い
る
。
こ
の
海
外
法
人
数
の

急
増
を
け
ん
引
し
た
の
は
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
中
国
へ
の
企
業

進
出
で
あ
る
。
実
際
、
２
０
１
５
年
に
ア
ジ
ア
は
世
界
の
63
％

（
中
国
は
世
界
の
24
％
）
と
、
北
米
14
％
、
欧
州
15
％
を
大
き
く

引
き
離
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
最
近
の
動
向
で
注
目
す
べ
き
は
日
本
を
訪
れ
る

観
光
客
数
の
急
増
で
あ
る
。
日
本
政
府
観
光
局
の
デ
ー
タ
に
よ

明日への試み
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る
と
、
訪
日
観
光
客
数
の
推
移
は
、
２
０
０
４
年
の
６
１
４
万

人
か
ら
２
０
１
２
年
の
８
３
６
万
人
へ
と
、
年
率
７
％
で
伸
び

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年
に
は
１
３
４
１
万
人
と
前

年
比
29
％
増
、
翌
２
０
１
５
年
に
は
１
９
７
４
万
人
を
数
え
、

実
に
前
年
比
47
％
増
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
を
記
録
し
た
。
急

増
の
背
景
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済

的
台
頭
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
５
年
は
全
体
の
84
％
を

ア
ジ
ア
が
占
め
た
（
中
国
は
25
％
）。

　
こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
は
、
日
本
企
業
の
海
外
シ
フ
ト
だ
け
で

な
く
、
国
内
に
お
い
て
も
「
国
際
化
」
が
進
み
、
そ
の
対
応
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、

国
際
化
の
急
速
な
進
展
に
対
し
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

２
０
１
５
年
３
月
に
実
施
し
た
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
国

際
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
）
で
は
、「
本
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
が
海
外
事
業
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
い
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
が
、
全
体
の
63
％
に
も
達
し
た
。
逆
に
言
え

ば
、
そ
れ
だ
け
大
学
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
よ
り
興
味
深
い
デ
ー
タ
は
、
本
学
部
の
開
設
に
先
立
っ
て
、

本
学
卒
業
生
と
関
連
の
あ
る
主
要
企
業
向
け
に
わ
れ
わ
れ
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
質
問
は
、
企
業
の

人
事
担
当
者
に
対
し
て
「
貴
社
が
学
生
に
求
め
て
お
ら
れ
る
能

力
は
何
か
？
」（
複
数
回
答
可
）
と
い
う
も
の
で
、
有
効
回
答
は

65
社
（
計
１
４
２
件
）
だ
っ
た
。
回
答
の
結
果
を
高
い
順
に
並

べ
る
と
、
①
課
題
の
発
見・

解
決
力
（
63
社
、
全
体
の
97
％
）

②
国
際
経
済・

国
際
社
会
へ
の
理
解
力
（
30
社
、
47
％
）
③
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
24
社
、
37
％
）
④
世

界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
力
（
13
社
、
20
％
）
⑤
日

本
語・

英
語
以
外
の
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

（
８
社
、
12
％
）
⑥
貿
易
実
務・

簿
記
の
資
格
保
有
（
４
社
、

６
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
は
、
多
く
の
読
者
に
は
予
想
外
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
こ
10
年
間
、「
国
際
系
学
部
の
新
設
」
や
「
大

学
教
育
の
国
際
化
」
の
主
た
る
目
的
が
、
前
述
し
た
う
ち
の
③

英
語
能
力
の
向
上
か
、
④
世
界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理

解
力
の
強
化
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
実
は
英
語

を
習
得
し
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
進
め
る
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
今
の
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際

社
会
が
抱
え
る
問
題
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体

的
な
方
策
を
提
示
す
る
こ
と
が
日
本
企
業
が
求
め
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
の
要
件
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
医
療
に
例
え
れ
ば
、
医
師
に
必
要
な
の
は
「
的
確
な
診
断
」、
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の
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機
関
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採
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し
た
。
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す
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。
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社
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で
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で
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た
だ
し
、
ビ
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ス
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で
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的
に
活
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は
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英
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が
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、
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る
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経
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や
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の
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る
と
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光
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０
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０
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６
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０
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４
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０
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２
０
１
５
年
３
月
に
実
施
し
た
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
国

際
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
）
で
は
、「
本
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
が
海
外
事
業
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
い
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
が
、
全
体
の
63
％
に
も
達
し
た
。
逆
に
言
え

ば
、
そ
れ
だ
け
大
学
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
よ
り
興
味
深
い
デ
ー
タ
は
、
本
学
部
の
開
設
に
先
立
っ
て
、

本
学
卒
業
生
と
関
連
の
あ
る
主
要
企
業
向
け
に
わ
れ
わ
れ
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
質
問
は
、
企
業
の

人
事
担
当
者
に
対
し
て
「
貴
社
が
学
生
に
求
め
て
お
ら
れ
る
能

力
は
何
か
？
」（
複
数
回
答
可
）
と
い
う
も
の
で
、
有
効
回
答
は

65
社
（
計
１
４
２
件
）
だ
っ
た
。
回
答
の
結
果
を
高
い
順
に
並

べ
る
と
、
①
課
題
の
発
見・

解
決
力
（
63
社
、
全
体
の
97
％
）

②
国
際
経
済・

国
際
社
会
へ
の
理
解
力
（
30
社
、
47
％
）
③
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
24
社
、
37
％
）
④
世

界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
力
（
13
社
、
20
％
）
⑤
日

本
語・

英
語
以
外
の
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

（
８
社
、
12
％
）
⑥
貿
易
実
務・

簿
記
の
資
格
保
有
（
４
社
、

６
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
は
、
多
く
の
読
者
に
は
予
想
外
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
こ
10
年
間
、「
国
際
系
学
部
の
新
設
」
や
「
大

学
教
育
の
国
際
化
」
の
主
た
る
目
的
が
、
前
述
し
た
う
ち
の
③

英
語
能
力
の
向
上
か
、
④
世
界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理

解
力
の
強
化
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
実
は
英
語

を
習
得
し
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
進
め
る
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
今
の
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際

社
会
が
抱
え
る
問
題
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体

的
な
方
策
を
提
示
す
る
こ
と
が
日
本
企
業
が
求
め
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
の
要
件
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
医
療
に
例
え
れ
ば
、
医
師
に
必
要
な
の
は
「
的
確
な
診
断
」、
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つ
ま
り
病
気
の
原
因
を
ま
ず
突
き
止
め
、
こ
の
診
断
結
果
に
基

づ
い
て
「
適
切
な
治
療
」
を
施
す
こ
と
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

も
同
様
に
、
問
題
を
発
見
す
る
能
力
を
有
し
、
そ
の
問
題
を
解

決
す
る
技
術
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
社

会
科
学
と
は
、
こ
の
「
問
題
発
見
の
能
力
」
と
「
問
題
解
決
の

技
術
」
を
提
供
す
る
学
問
な
の
で
あ
る
。

■
３�

　
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ（
ク
リ
ル
）ア
プ
ロ
ー
チ
と�

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
講
義
の
提
供

　
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
学
部
が
目
指

し
た
の
は
、
実
践
的
な
英
語
力
の
育
成
と
、
世
界
が
直
面
す
る

問
題
を
発
見
し
解
決
策
を
見
い
だ
す
た
め
に
必
要
な
社
会
科
学

の
ツ
ー
ル
の
習
得
の
二
つ
で
あ
っ
た
（
図
表
１
）。
そ
こ
で
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｌ
（
ク
リ
ル
）
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
専
門
科
目
と

語
学
の
学
習
の
融
合
（Content and Language Integrated 

Learning

）
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
私
た
ち
の
英
語
教
育

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
１
年
次
生
は
週
に
４
科
目
６
コ
マ
（
１
コ
マ
90
分
）、
１
ク
ラ

ス
20
名
程
度
の
英
語
の
授
業
に
出
席
す
る
。
こ
れ
は
①
英
語
で

話
す・

聞
く
能
力
を
育
成
す
る
「English Com

m
unication

」

が
週
２
コ
マ
、
②
英
語
を
読
む・

書
く
能
力
を
育
成
す
る 

図表１　学習院大学国際社会科学部の4年間のカリキュラム概念図

（出所）学習院大学国際社会科学部の広報委員会資料より作成。

留学科目

英語科目

専門科目
（講義）

演　　習

１年生カリキュラム ２年生 ３年生 ４年生

４つの技能を
高める（聞く・
話す・読む・書く）

日本語で
社会科学を
学ぶ

入門演習Ⅰ，Ⅱ
分析手法を学ぶ
レポート、発表

専門演習Ⅰ，Ⅱ
課題解決策を
考え議論する

卒業演習
卒業論文を

準備し、発表する

準備　　　　４週間以上の海外留学　 留学後のキャリア形成

社会科学と
関連させて

運用力をアップ

少しずつ
やさしい英語で

学ぶ

継続的に英語力を高める
議論、レポートに応用できる

英語力を養う

高度な英語を使って
社会科学の講義を聴講
多種多様な専門科目

明日への試み

42016.7　大学時報

「A
cadem

ic Skills

」
も
週
２
コ
マ
、
③
１
年
次
か
ら
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
っ
て
、
日
本
文
化
や
自
分
が
調
べ
た
こ
と

な
ど
の
発
表
を
練
習
す
る
「Presentation

」
が
週
１
コ
マ
で

あ
る
。
④
「Self-D

irected Learning

」（
自
律
的
学
習
法
）

も
週
１
回
、
欧
米
で
普
及
し
て
い
る
語
学
教
育
の
取
り
組
み
で

あ
る
が
、
学
生
自
身
が
目
標
を
設
定
し
（T

O
EFL

の
ス
コ
ア

な
ど
）、
そ
こ
に
至
る
計
画
表
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
④
は
、
も
ち
ろ
ん
教
員
が
助
言
す
る
が
、
本
人
が
自
分
の

関
心
や
能
力
に
照
ら
し
て
自
主
的
に
学
習
の
進
捗
度
合
い
を
管

理
し
て
い
く
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
、
本
学
部
の
英
語
教
育
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
社
会
科
学
（
演
習
）
の
授
業
で
は
、
新
入
生
は
語
学

グ
ル
ー
プ
（
英
語
の
習
熟
度
で
ク
ラ
ス
を
編
成
）
と
は
別
に
、

15
名
か
ら
18
名
を
単
位
と
す
る
小
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、「
入
門

演
習
」
を
受
講
す
る
。
こ
の
入
門
演
習
で
は
、
前
期
に
社
会
科

学
的
発
想
へ
の
誘
い
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
基
礎
ル
ー
ル
の
確
認
、

ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
別
報
告
会
な

ど
を
行
い
、
後
期
は
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
を
使
っ
て
初
歩
的
な
統

計
分
析
の
手
法
を
学
ぶ
。

　
２
年
次
に
進
級
す
る
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組
み
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
社
会
科
学
系
の
一
部
の
授
業
は
英
語
で
実
施

図表２　五つの社会科学の分野

（出所）学習院大学国際社会科学部の広報委員会資料より作成。
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さ
れ
る
。
１
年
次
の
「
マ
ク
ロ
経
済
」「
ア
ジ
ア
経
済
論
」「
社

会
科
学
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
」
な
ど
は
日
本
語
で
講
義
が
行

わ
れ
る
が
、
２
年
次
に
な
る
と
、「Law

 and Econom
ics

」

「International Finance

」
な
ど
、
英
語
に
よ
る
講
義
が
始 

ま
る
。

　
た
だ
し
、
英
語
の
４
技
能
（
聞
く・

話
す・

読
む・

書
く
）

を
学
ん
で
き
た
学
生
に
と
っ
て
も
、
ま
た
海
外
滞
在
が
長
く
英

語
に
自
信
の
あ
る
学
生
に
と
っ
て
も
、「
社
会
科
学
の
手
法
を
英

語
で
学
ぶ
」
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
英
語

教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、「
語
学
と
し
て
の
英
語
」
か
ら
「
社
会

科
学
の
手
法
を
学
ぶ
英
語
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
た
め
の
橋

渡
し
の
授
業
「
ブ
リ
ッ
ジ
科
目
」
を
行
う
。
こ
う
し
た
制
度
設

計
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
と
語
学
の
学
習
の
融
合
を
目
指
す
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｌ
が
、
本
当
の
意
味
で
効
果
を
発
揮
す
る
。
段
階
的
な
英

語
力
の
向
上
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
を
英
語
で
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
、「
仕
事
で
使
え
る
英
語
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

　
３
年
次
に
な
る
と
、
大
半
の
社
会
科
学
の
専
門
科
目
講
義
は

英
語
で
実
施
さ
れ
る
。
科
目
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
五

つ
の
社
会
科
学
の
分
野
か
ら
成
っ
て
お
り
、「
国
際
企
業
法
」、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
論
」、「
通
商
政
策
論
」、「
国
際
会
計
論
」、

「
ア
ジ
ア
経
済
論
」、「
中
国
経
済
論
」、「
開
発
と
環
境
」、「Sus-

tainable D
evelopm

ent

」
と
い
う
よ
う
に
、
将
来
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
社
会
で
活
動
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
科
目
が
、
過
不

足
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
（
日
本
語
の
科
目
も
含
む
）（
図
表

２
）。

　
特
記
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
英
語
の
授
業
が
、
海
外
か
ら
来

る
留
学
生
に
対
し
て
も
広
く
開
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
の
間
に
、
新
た
な
緊
張
感
と
国

際
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、
次
に
述
べ
る
「
海
外
研
修・

留
学
」

と
は
別
に
、
国
内
で
国
際
化
を
体
験
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
３
年
次
に
な
る
と
問
題
関
心
別
の
演
習
も
英
語
で
開
講

さ
れ
る
た
め
、
世
界
が
直
面
す
る
問
題
を
分
析
し
、
議
論
し
、

報
告
す
る
英
語
力
は
、
こ
の
時
期
い
っ
そ
う
向
上
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
最
後
の
４
年
次
で
は
、
卒
業
演
習
に
出
席
し
、
卒
業
論
文
を

英
語
で
ま
と
ま
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
英
語
力
に

つ
い
て
は
、
入
学
初
日
の
試
験
結
果
を
基
準
に
、
以
後
は
定
期

的
に
そ
の
習
熟
度
を
測
り
、「
聞
く・

話
す・

読
む・

書
く
」
の

四
つ
の
技
能
が
ど
こ
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
か
を
、
本
人
が

目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
よ
う
に
す
る
。

明日への試み
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■
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自
分
で
選
べ
る
多
様
な
海
外
研
修・�

留
学
の
メ
ニュ
ー

　
本
学
部
で
は
、
４
週
間
以
上
の
海
外
研
修
に
参
加
す
る
こ
と

を
卒
業
要
件
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
近
開
設
さ

れ
た
他
大
学
の
国
際
系
学
部
で
は
、
海
外
留
学
を
必
須
と
す
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
部
の
大
き
な

特
徴
は
、
集
団
で
一
律
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
学
生
の
関
心
や
英
語
の
習
熟
度
の
違
い
に
応
じ
て
、
本
人

が
自
主
的
に
選
べ
る
よ
う
に
多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
現
在
、
提
携
し
て
い
る
協
定
校
は
世
界
14

カ
国
の
61
校
に
上
る
。

　
海
外
研
修・

留
学
は
、
そ
の
研
修
期
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、

短
期
（
４
～
６
週
間
）・

中
期
（
１
学
期
間
）・

長
期
（
２
学
期

間
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
、
短
期
は
語
学
研
修
、
企
業

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
、
現
地
の
大
学
の
授
業
を

履
修
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
一
方
、
中
長
期
の
海
外
研

修
は
専
門
科
目
の
履
修
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
定
の
基
準
を

満
た
せ
ば
48
単
位
ま
で
単
位
が
認
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
長
期

の
私
費
留
学
の
場
合
に
は
、
そ
の
学
期
間
中
の
本
学
の
授
業
料

が
免
除
さ
れ
る
。

　
本
学
部
の
海
外
研
修・

留
学
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
き
め

の
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
あ
る
。
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
と
提
携
し
て
「
留
学
相
談
室
」
を
設
け
る
と
同
時
に
、

海
外
に
出
る
前
に
、
渡
航
に
必
要
な
予
備
知
識
、
海
外
で
の
生

活
の
仕
方
、
危
機
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
な
「
事
前

学
習
」（
海
外
研
修
Ⅰ
）
を
行
う
。
一
方
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

終
わ
っ
た
後
は
、
研
修
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
ん
だ
の
か
、

本
人
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
義
務
付
け
る
と
同
時
に
、
討
論
や
発

表
を
通
じ
て
、
海
外
体
験
で
身
に
付
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

帰
国
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
が
「
事

後
学
習
」（
海
外
研
修
Ⅱ
）
で
あ
る
。

■
５�

　
第
１
期
生
へ
―
旺
盛
な
好
奇
心・�

柔
軟
な
感
性・

一
歩
前
に
出
る
勇
気

　
第
１
期
生
は
「
特
権
階
級
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
後
卒

業
生
が
増
え
続
け
て
も
、
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
の
「
第

１
期
生
」
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
今
年
入
学
し
た
学

生
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
教
員
も
全
員
が
「
第

１
期
生
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
学
部
が
こ
れ
か
ら
発
展
す
る

か
ど
う
か
は
、
ひ
と
え
に
「
第
１
期
生
」
で
あ
る
学
生
と
教
員

の
共
同
作
業
の
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

7 大学時報　2016.7



さ
れ
る
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２
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。
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滞
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。
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す
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。
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で
は
、
何
を
ど
う
創
っ
て
い
く
の
か
。
難
し
い
の
は
、
学
生

が
卒
業
す
る
４
年
後
、
そ
し
て
彼
ら
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め

る
10
年
後
の
国
際
社
会
の
状
況
を
、
ど
う
予
測
す
る
か
で
あ
ろ

う
。
実
は
、
従
来
の
「
国
際
系
新
学
部
」
で
こ
の
問
題
の
重
要

性
に
気
付
い
て
い
る
大
学・

学
部
は
、
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
過
去
や
現
在
で
は
な
く
、
10
年
後
の
国
際
社
会
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
世
界
が
直
面
す
る

将
来
の
深
刻
な
問
題
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
の
意
見
と
展
望
を
持
っ
た
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
任
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、「
国
際
人
」
と
し
て
次
の

三
つ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

① 

　
国
際
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
旺
盛
な
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

② 

　
自
分
以
外
の
人
々
の
喜
び
、
悲
し
み
に
共
感
で
き
る
柔
軟

な
感
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

③ 

　
国
際
社
会
が
直
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
一
歩

前
に
出
る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
旺
盛
な
好
奇
心
、
柔
軟
な
感
性
、
一
歩
前
に
出
る
勇
気
。
こ

の
三
つ
こ
そ
が
、「
国
際
人
」
を
支
え
る
基
本
的
な
要
件
だ
と
、

私
は
思
っ
て
い
る
。

明日への試み
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